
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１７日（火）５時間目に、３年４

組において保健室の北野先生と保

健体育科の中島先生によるティー

ム・ティーチングの授業を公開しまし

た。今回の授業は糟屋区小中合同

の学校保健会より依頼を受けて、保

健主事の先生方の健康教育の指導

力向上のための研修を計画してい 

ました。ところが第８波の新型コロナウイルス感染症の拡大によって、当

日は外部の方への公開は急遽中止となりました。しかし、校内での公開

を実施して、本校の多くの先生方が参観されました。そして、生徒のみな

さんもよくがんばって、とても良い雰囲気の中で実施できました。 

授業のはじめに中島先生が「薬が効かないという友だちにどのような

アドバイスをする？」という投げかけから、「医薬品の正しい使い方を知ろ

う」と“めあて”を示して、身近にある薬の使用法を課題としました。 

課題を解決するために必要な「知

識」を、北野先生がビジュアル的に

わかりやすいプレゼンテーションを

準備されていました。豊富なイラスト

や画像、図やグラフなどは直感的に

理解できるものでした。医薬品の基

礎知識をもとにして、「友だちを納得

させるようにもう一度考えよう」と取

り組みました。各自で考えさせた後に、グループで交流しました。その内

容では、①医薬品には、主作用と副作用があること。②医薬品の使用回

数、使用時間、使用量などの使用法を適切に行なうこと。③医薬品を正

しく使用する必要があること。これらの内容が盛り込まれていて、授業の

はじめに考えたアドバイスと比較することによって、学びが見える発表と

なり、自分自身の健康に責任もって軽度な身体の不調は自分で手当て

することができる「セルフメディケーション」の必要性を理解することがで

きていました。 

近年、多幸感を得て精神的な苦痛から逃れようと医師が処方した薬

やドラッグストアで買える市販薬を大量に飲む「オーバードーズ」がやめ

られない若者たちが心配されていることも踏まえていました。生徒たちが

自分で考えて最適な答えを見つけることができるように、「医薬品の使

用についての課題」を発見させて、「課題の解決をめざした」活動をとお

し して、「医薬品を正しく使用するこ

と」について理解を深めることがで

きました。 

北野先生と中島先生による授業

はテンポがよく、両先生の役割が明

確にされていたこともあって、生徒の

みなさんが活動しやすく学びを実感

できるものでした。 

１月１３日（金）に、来年度本校に

入学を予定している小学６年生とそ

の保護者に向けて、説明会を実施

しました。当日は風雨が伴う天候で

したが、２年生の生徒会役員のみな

さんが笑顔一杯の挨拶で６年生の

皆さんをお迎えしました。 

予定どおり１５時より開始し、はじめに生徒会長の山本朔太朗さんが

歓迎の挨拶を行ないました。古賀東中学校は「日本一あたたかい学校」

をめざして取り組んでいることや、学校生活では「あいさつ」「感謝の心」

「時間厳守」「環境美化」の東風魂四訓を大切にしていることを紹介し

て、「あたたかい学校を創っていきましょう！」と呼びかけました。 

 その後、私からは、本校がめざし

ている生徒の姿や、その為に具体的

に取り組んでいることを説明し、各

担当からは「学習」「生活」「準備」

「リユース」について説明を行ない

ました。５０分間ほどの説明会でし

たが、児童のみなさんは姿勢良くし

お っかりと聞く態度は立派でした。残念ながら荒天のために部活動見学は

実施できませんでしたが、心の準備はできたのではないかと感じました。 

児童のみなさんは入学するまでの間、自分を成長させるための目標を

立てて実行してほしいと願っています。例えば、毎日何ページの読書をす

るなど何でも構いません。目標を 

立てて実行する。やり遂げること 

に意味があります。ぜひ、挑戦し 

てください。あと２ヶ月の小学校生 

活を大切にし、有意義に過ごして 

ください。４月１２日（水）の入学式 

で、新入生のみなさんにお会いで 

きることを楽しみにしています。 

 全ての生徒が満足いく学校に！ 

１月は、来年度に向けた様々な準備に取りかかる時期となっていま

す。入学予定者説明会では、６年生の児童のみなさんが新鮮な気持ち

で来校したことだと思います。３年生は進路決定のための入学検査に

集中して取り組んでいます。来年度の４月に向けて、先生方は全ての生

徒のみなさんが満足できるように取り組んでいます。 

１月に入って入学検査が随時行

なわれています。保護者の方の世

代と違って、現在は様々な形で入学

検査が行なわれています。また、古

賀市は地理的に北九州地区の高

等学校も通学圏内であることから、

志望校の選択肢が広がります。そ

れだけチャンスがあるということに

な なりますが、生徒のみなさんには受検のプレッシャーがかかり、不安で落

ち着かない気持ちであることには変わりありませんよね。一日一日の時

間を大切にして、「やることはやる。やるべきことはやる。あきらめずにや

る。」という気持ちをもって臨んでください。 

山田先生が発行した３学年通信の掲載文一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 １・２年生のみなさんは、３年生の先輩たちが受検に取り組んでいるこ

とをしっかり把握しておいてください。この時期になると、この受検が行

なわれるのだと、来年、再来年の自分を見つめて、先輩方と同じように

緊張感をもって期末考査に取り組んでください。そして、進学にともなう

学力をつけ、４月に行なわれる学力標準テスト、全国学力調査、福岡県

学力調査に向けて、しっかりと力を蓄える時期です。 

１月１２日（木）福岡第一高校パラマ（普通系） 

１月１３日（金）福岡第一高校パラマ（工業系） 

１月２０日（金）私立専願 

１月２５日（水）特色化選抜（宗像・遠賀・古賀竟成館） 

１月２６日（木）特色化選抜（玄界） 

２月３日（金）私立前期 

２月７日（火）公立推薦 

２月１１日（土）私立後期 

２月２４日（金）古賀竟成館一般 

３月７日（火）県立一般 

私立専願事前指導 

私立専願事前指導 

祝！ 「俳句の里」山梨県笛吹市全国小学生・中学生俳句会 

全国５３３校から３６，７３１名の応募の中から受賞しました！ 

佳作 １年２組 渡 心愛 さん  『やっと出たチューバの音色雲の峰』 

 

「先を見通し、落ち着いて行動！」 
受検で忙しい時期となります。先の見通しをもって行動し、心を休
める時間も作れるようにしましょう。 
「一人で抱え込まず、周りに相談！」 
すでに合格して受検が終った人は、これから受検を控える人を支
えてください。悩んだときは相談し、わからない問題は教え合い、互い
に助け合うことこそ「日本一あたたかい学校」の姿だと思います。 

回
覧 


